研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　　　職　種　作業療法士　　　　氏　名　下舘静香

	期　　間　　平成　19年　１月　27日　14:00～16:00

	出張目的　平成19年度　実習指導者会議参加

	出 張 先　東北ﾒﾃﾞｨｶﾙ学院

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


会議内容

· 平成19年度　臨床実習説明

1 学生は全員学生保険に加入している。通学･帰宅時の事故から実習時間内の様々な事故にまで対応する保険である為、事故等の際にはすぐに学院側に連絡いただきたい。

2 遅刻・早退などの際には、不在であった時間あるいは実習を受けた時間を記載して欲しい。また、実習終了の時間も明記してほしい。⇒行政からの指導として、実習を受けた具体的な時間の明記を求められたとの事。

3 実習の総合評価は、実習施設側７：学院側３の持ち点で合否判定を行っている。

4 実習期間中に1度、教官が各施設を訪問する。訪問以外にも密な情報交換を行うため、電話連絡させていただくこともある。

5 実習開始1週間前に学生が実習指導者に、実習に先駆けた挨拶と、実習内容の確認の為電話連絡させていただく。

6 実習生紹介用紙を事前に各施設に送付するが、実習終了後に学院側に返送あるいは学生に手渡すなどして返却願いたい。また、施設の管理体制上、コピーなどにより書類を保管する場合は学院側に連絡いただきたい。

· 平成18年度　臨床実習結果報告

　　 　平成18年度実習では、全員が合格の結果になったとの報告あり。

　　　 実習指導者側より、様々な評価結果が返送されてきたが、内容として目立つものの中に

　　　　　メンタル面の弱さ⇒注意･指導を受けた事により身体症状を呈する

　　　　　　　　　　　　　　ふてくされた態度を示す

　　　　　指導者側が予測しない突拍子もない行動が見られる

　　　　　応用的な課題に直面した際に「聞いていない」｢習っていない｣という発言が多く聞かれる

　　　　　自身で問題解決に向けた動きを取らず、言われてから動く

　　　　というものが挙げられるとのこと。

　　　　　その都度、学生に指摘しながら見守って欲しいとのこと。

· 臨床実習指導者、実習生顔合わせ

1 平成19度実習予定者3名と面談実施。実習にあたり必要な事項について説明している。

（初日の集合場所・時間、持ち物、服装、提出物と期限等）

2 当院実習予定者のうち1名より、公共の交通機関利用にての通学が困難であるとの相談あ

り（実家が十和田市内）。公共の交通機関を調査し、利用が不可能であれば学院側に相談し、実習地変更あるいは宿泊施設の手配等について検討するよう説明している。
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